
ISO18436-4準拠

　本テキストは，現場の技術者を対象とした，ISO18436-4準拠 機械状態監視診断技術者（トライボロジー）資格認定
（カテゴリⅠ，Ⅱ，Ⅲ）の訓練用テキストとして使用しているものであり，これまでは訓練機関で講習を受ける受験生のみ
に提供されてきました．
　近年，潤滑に関係するトラブルは多くの生産現場で増えており，トラブルの原因究明において潤滑管理を含むトライボ
ロジーは重要な役割を果たすようになってきました．しかし，現場におけるトライボロジー的な問題解決に役立つテキス
トはほとんど無く，本テキストの外販を望む声が多く届くようになってきたことから，この度，訓練用テキストの外販を
開始することとなりました．
　本テキストは，逐次改訂を行い，各章における記述の整合性を取るなどして最新の内容で訓練ができるように編集して
おりますので，過去に資格を取得されている方々にも，アップデート版として是非ご活用いただけますと幸いです．

一般社団法人日本トライボロジー学会　編

訓練用テキストの外販を開始しました
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第1章　メンテナンス・ストラテジー
メンテナンスとは／メンテナンスの意義と目的／機械システム階層化という考え方／メンテナンスの経済規模と経済効果／潤滑管理を中心とした
メンテナンスストラテジーの実際
第2章　トライボロジーの基礎：潤滑理論／基礎事項
トライボロジーの基礎／摩擦／摩耗のメカニズム／しゅう動面のトライボ特性指標／潤滑形態／潤滑剤の機能／潤滑剤／グリース／固体潤滑剤／
気体潤滑／潤滑剤分類体系
第3章　潤滑剤の選定
潤滑油選定の考え方／機械に特有な潤滑剤の要求特性／適用と環境対応
第4章　給油・給脂法
最適潤滑設計／潤滑油給油装置／グリース給脂／必要給油脂量計算方法
第5章　潤滑剤の保管と管理
潤滑剤の受入れ手順／適切な保管と在庫管理／給油脂器具の適切な保管／自動給脂装置の保守／健全性と安全性の確保
第6章　油中コンタミナントの計測と管理
コンタミネーションコントロールとは／固体コンタミナントによる異常な摩耗／潤滑油の清浄度のコード等級表示／浄油と分離の技術／フィルタ
の級別／浄油装置の設計とフィルタの選択
第7章　オイルサンプリング
オイルサンプリングの目的・重要性／設備の特性に合わせたサンプリング／グリースのサンプリングポイント／実際のサンプリング方法／サンプ
リング時における外乱の防止／サンプリングに適した機械の状態／オイルマネジメントとサンプリングプロセスの管理
第8章　潤滑剤の健全性（性状）の監視
潤滑剤の劣化／潤滑油の酸化劣化／潤滑剤の熱劣化／添加剤の消耗・劣化／潤滑油の性状監視と診断
第9章　摩耗粉分析と状態監視
各種機械に共通する摩耗メカニズム／摩耗粒子の種類，発生源，推定原因／摩耗粒子分析の技術
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メンテナンス方式とその選定／信頼性基準保全（RCM）の基礎／状態基準保全（CBM）の基礎
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　一般的な機械の摩耗メカニズム／機器固有の摩擦面の損傷形態／摩耗粒子の種類，発生源および推定原因／摩耗粉濃度の分析技術／摩耗粉濃度
の分析
第10章　潤滑管理プログラムの開発と管理
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　「ISO 18436-4準拠　機械設備の状態監視と診断（トライボロジー）」と銘打った本書は，トラ
イボロジーにもとづく機械状態監視診断技術者の資格認証制度で用いられるテキストです．ISO 
18436とは，機械の状態監視に関わる診断技術者の資格認証を規定したもので，その中のPart 4，
すなわちISO 18436-4が「トライボロジーにもとづく診断技術の訓練認証」になります．日本機
械学会は，日本トライボロジー学会と共同で，この機械状態監視診断技術者の資格認証事業を
2009年から開始し，すでに多くの認証者を輩出してきました．
　ちなみに，当該制度で使用されるテキストは，これまで訓練機関で講習を受ける受験生に限
定して提供されていました．一方で近年，潤滑に関係するトラブルは多くの生産現場で増えて
おり，潤滑管理をはじめとしたトライボロジー的対策の重要性が高まっています．しかしながら，
現場におけるトライボロジー的問題の解決に役立つテキストはほとんどなく，このような背景
の下，訓練用テキストの外販を要望する声が強まってきました．それを受け，一般向けの販売
を視野に入れた編集方針の下，内容の精査，整理を進め，本書が完成しました．
　トライボロジーは，摩擦する表面に起こるさまざまな現象を扱う工学分野で，動くという仕
組みを必ずもつ機械とは切っても切り離すことができません．そうした摩擦面で生じる問題と，
それをどう解決するかは，本書のタイトルにある“機械設備の状態監視と診断”と密接に関連
しており，生産現場における機械設備メンテナンスの実践にも重要な役割を演じています．し
たがって，このテキストでは，現場で有用なトライボロジーのノウハウを満載しようと，メン
テナンス・ストラテジー（保全戦略）に始まり，トライボロジーの基礎，潤滑剤の選定や給油・
給脂法および保管と管理などの基本的事項から，油中コンタミナントの計測と管理，オイルサ
ンプリング，潤滑剤の健全性監視，摩耗粉分析と状態監視といったメンテナンス活動の中核を
なす潤滑技術に立脚した手法に関する知識，さらには潤滑管理プログラムの開発と管理という
高度な方法論の事例等を盛り込みました．
　本書のもう一つの特徴は，この資格認証制度が，カテゴリⅠ，カテゴリⅡ，そしてカテゴリ
Ⅲからなるため，テキストもこれら三つのカテゴリに分かれている点です．カテゴリⅠは初歩
的実務経験者が，カテゴリⅡは経験を積んだ中堅技術者が，カテゴリⅢは指導的立場に相応し
い専門性をもつ熟練者が対象ですので，こうしたトライボロジーに対する習熟度に応じてテキ
ストを選ぶことができるという構成および内容は，読者にとって大きなメリットではないでしょ
うか．
　本書は，多くの執筆者の非常に豊富な経験に裏付けられた知識，情報を網羅するトライボロ
ジーについての優れたテキストと確信し，推薦します．

ISO18436-4準拠
「機械設備の状態監視と診断（トライボロジー）テキスト」
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